
評価委員会報告書

教育ＧＰ評価委員会は，本キャンパスが文部科学省の平成 20 年度「質の高い大学教育推進プログラム」

選定取組みである「ｅポートフォリオによる自己教育力の育成」を審査・評価し，この取組みを適切かつ効

果的に推進するために，今般，次のとおり報告書を取りまとめた。

また，取組みが終了する次年度に向けて「看護教育支援センター」を設置し，取組みを継続することの提

案を行った。

評価委員会　開催日時

　　平成 21 年 3 月 14 日　13:30 ～ 15:30

　　平成 22 年 11 月 4 日　 9:30 ～ 11:30



－　見　解　－

この取組みは，今の時代に適した看護基礎教育に求められる教育方法を実現するものである。また，自

己教育力についての評価は今後に期待されるところであるが，“だんだんｅポートフォリオ”を活用した学

生の満足度は高い。成果は研究として評価・公表されており，充分合格点に達しており，それプラスアルフ

ァのものがあったと評価できる。

今後の課題として，①ｅポートフォリオの限界と可能性を見極めつつ，事業を発展させること，②ｅポ

ートフォリオは学生達の時宜に適した良いツールではあるが，教員がポートフォリオを超えるものではない

ことを理解して活用することで，免許取得関係の教育において効果をなし得ること，③ｅポートフォリオを

教育に位置づけると，教員は限られた時間をどのように使うか再度確認し，自己評価のツールとして活用す

るための指導も継続すること，④ＧＰ申請上の目的は「ｅポートフォリオによる自己教育力の育成」と専一

的に絞られているが，このポートフォリオの役割はこれだけではないと考えられることから，それらを発見

していくこと。⑤同窓会とも連携し，病院のラダーや新任研修などの卒後教育につなげて活用すること，が

考えられる。

設置を提案された看護支援センターは，これから先，学生にとっても，教員にとっても，学外関係者に

とっても必要不可欠で，上記の課題を解決するためにも非常に重要であり，看護支援センターが果すべき役

割は大きい。
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